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８月22日から25日にかけ、大相撲の阿武松部屋
（千葉県習志野市）が来町し、相撲を通して町民と
交流をしました。

た
っ
こ
王
子

たっこにんにく
イメージキャラクター

阿武松部屋来町
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今月の話題　

平
成
24
年
10
月
よ
り

役
場
の
体
制
が
変
わ
り
ま
す

　

町
で
は
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
や
事
務
の
連
携
・
効
率
化

を
目
指
し
、
平
成
24
年
10
月
か

ら
新
体
制
に
移
行
し
ま
す
。

　

来
庁
さ
れ
る
町
民
の
皆
様
の

利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も

に
、
行
財
政
改
革
や
地
方
主
権

改
革
等
の
推
進
を
図
り
、
機
能

性
や
専
門
性
を
重
視
し
た
組
織

に
再
編
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
改
正
点
は
、
町
長
部
局

５
課
を
７
課
体
制
に
し
、
で
き

る
だ
け
同
一
の
課
や
庁
舎
フ
ロ

ア
で
手
続
き
等
が
済
む
よ
う
に

再
編
し
ま
す
。
ま
た
、「
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
展
さ
せ
、

政
策
の
総
合
的
調
整
を
図
る
部

門
と
し
て
「
政
策
推
進
課
」
を

新
設
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
積

極
的
に
町
の
重
要
な
政
策
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

◎
教
育
課
「
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ
」
を
「
ス
ポ
ー
ツ
・
社
会
教
育
グ
ル
ー

プ
」
と
し
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◎
保
健
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
（
せ
せ
ら
ぎ
の
郷
）
を
「
健
康
増
進
課
」
と

し
、
健
康
づ
く
り
や
各
種
検
診
・
介
護
相
談
等
を
行
い
ま
す
。

◎
そ
の
他
の
施
設
等
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
運
営
さ
れ
ま
す
。



3

　

８
月
22
日
か
ら
25
日
ま
で
、

大
相
撲
の
阿
武
松
部
屋
（
阿
武

松
親
方
）
が
夏
合
宿
を
行
う
た

め
に
田
子
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

初
日
に
役
場
を
表
敬
訪
問
し

た
阿
武
松
親
方
は
「
相
撲
を
通

じ
て
地
元
の
方
々
と
交
流
す
る

の
が
一
番
の
目
標
で
す
」
と
述

べ
、
滞
在
中
は
稽
古
の
一
般
公

開
や
子
ど
も
相
撲
教
室
の
開
催
、

高
齢
者
福
祉
施
設
の
慰
問
な
ど

を
行
い
、
多
く
の
町
民
と
ふ
れ

あ
い
ま
し
た
。

　

23
日
に
は
、
ガ
ー
リ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
で
講
演
会
が
あ
り
ま
し
た
。

司
会
者
と
親
方
と
の
対
話
形
式
で

行
わ
れ
、
20
名
あ
ま
り
の
町
民
が

出
席
し
て
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
講

演
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
一
部
抜
粋
）

Ｑ
．
強
く
な
る
た
め
に
必
要
な
こ

と
は
何
で
す
か
？

Ａ
．
辛
抱
強
く
粘
り
強
い
、
竹
の

よ
う
に
し
な
る
精
神
と
、
先
生
の

言
う
こ
と
を
ス
ポ
ン
ジ
の
よ
う
に

吸
収
す
る
素
直
さ
で
す
。
創
意
工

夫
と
い
う
自
分
流
は
悪
い
こ
と
で

は
な
い
が
、
素
直
に
聞
く
人
よ
り

は
回
り
道
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
こ
れ
か
ら
の
相
撲
道
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す

か
？

Ａ
．
相
撲
道
は
人
間
道
で
す
。
強

い
体
に
は
強
い
精
神
が
宿
り
、
強

い
精
神
に
は
優
し
い
心
が
宿
り
ま

す
。
強
さ
と
勝
利
は
一
生
続
く
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
輝
い
て
い

る
時
こ
そ
、
謙
虚
さ
と
優
し
い
心

を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
相
撲
人
生
の
中
で
、
う
れ
し

か
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
辛
か
っ
た

こ
と
は
何
で
す
か
？

Ａ
．
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
、
千

代
の
富
士
関
と
正
々
堂
々
と
闘
い

勝
っ
た
時
で
す
。
勝
っ
た
こ
と
よ

り
も
、
相
手
を
研
究
し
、
自
分
を

磨
い
て
い
け
ば
勝
つ
こ
と
が
で
き

る
と
実
感
で
き
た
こ
と
が
う
れ
し

か
っ
た
し
、
自
信
に
な
り
ま
し
た
。

　

辛
か
っ
た
こ
と
は
、
引
退
す
る

時
で
す
。
も
っ
と
相
撲
を
と
り
た

か
っ
た
し
、
引
退
し
て
か
ら
は
ポ

ッ
カ
リ
と
心
に
穴
が
空
い
た
よ
う

な
感
じ
で
し
た
。
相
撲
部
屋
で
一

致
団
結
し
て
目
標
に
向
か
っ
て
い

る
今
は
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　今月の話題

子ども相撲教室の後に記念撮影

老健たっこで交流会 力いっぱいぶつかった子ども相撲教室 迫力満点！　大相撲のぶつかり稽古

真剣に耳を傾けた講演会

相
撲
を
通
し
て
町
民
と
交
流

～
阿お

お

の

ま

つ

武
松
部
屋
来
町
～

◇阿武松親方からのメッセージ
　合宿として町を訪れ、
町民の皆様と交流をさ
せていただいて、みんな
すっかり田子町のファ
ンになりました。稽古の
ための土俵づくりなど、
多くの方のお世話にな

り、ありがとうございました。これからも相
撲を頑張って弟子たちを強く育てていきま
す。また田子町に交流に来させてください。
よろしくお願いします。

阿武松部屋の紹介
◇親方：阿武松親方（元関脇　益荒雄）
◇開設：平成７年
◇所在地：千葉県習志野市
◇所属力士：21名

力士育成のほか、小・中学生を対象
とした「キッズ阿武松」を開設し、
子どもたちの指導も行っている。
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トピックス　

し
た
。

　

受
講
生
ら
は
、
８
回
の
実
技

ス
ク
ー
リ
ン
グ
で
介
護
技
術
を

学
ん
だ
後
、
実
際
に
介
護
の
現

場
体
験
や
見
学
を
し
て
資
格
取

得
を
目
指
し
ま
す
。

ナ
イ
タ
ー
バ
レ
ー
リ
ー
グ

開
幕

　

９
月
３
日
、
田
子
中
学
校
体

育
館
で
、
第
36
回
ナ
イ
タ
ー
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
開
会
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
開
会
式
で
は
、

昨
年
優
勝
し
た
魁
チ
ー
ム
の
立

石
剛
士
選
手
と
滝
上
郁
佳
選
手

が
「
歴
史
あ
る
田
子
バ
レ
ー
の

一
員
と
し
て
、
明
る
く
、
楽
し

く
、
激
し
く
、
プ
レ
ー
す
る
こ

と
を
誓
い
ま
す
」
と
元
気
よ
く

選
手
宣
誓
し
ま
し
た
。
今
年
は

全
16
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
10
月

下
旬
ま
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

す
。

　

ま
た
、
開
会
式
の
後
に
は
、

介
護
技
術
の
習
得
を
目
指

し
て
～
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

講
座
開
講
～

　

８
月
19
日
、
保
健
福
祉
支
援

セ
ン
タ
ー
で
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
講
座
（
２
級
課
程
）
開
講
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
雇
用
の
促
進
と
、

今
後
さ
ら
に
進
展
す
る
高
齢
社

会
へ
の
対
応
を
目
的
に
、
同
セ

ン
タ
ー
の
主
催
に
よ
り
開
催
さ

れ
、
26
名
の
応
募
者
の
中
か
ら

選
考
さ
れ
た
20
名
が
受
講
し
ま

す
。

　

開
講
式
で
、
山
本
晴
美
町
長

は
「
福
祉
的
発
想
を
学
び
、
地

域
の
中
で
活
躍
で
き
る
よ
う
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
く
だ

さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま説明を受ける受講者

選手宣誓をする立石選手（左）と滝上選手

田子町・瑞山市　姉妹都市提携記念特集　Vol.2
田子町と韓国瑞山市の姉妹都市提携を記念して、瑞山市の情
報をお届けします。第２回目は瑞山市のシンボルマークとキ
ャラクターを紹介します。

◎シンボルマーク
　市の清浄で豊かな自然と、無限の
飛躍、前進、発展を表し、すべての
市民が融和・団結し、より快適で住
みやすい未来に向けて発展していく
都市のイメージを象徴している。

◎キャラクター
　冬と夏に交互に行き来する、市鳥
のトモエガモとセイタカシギをそれ
ぞれ男女に擬人化し、世界的な渡り
鳥の渡来地であるクリーンでエコな
環境と、北東アジアの物流中心都市
としての瑞山市を象徴している。

過ぎゆく夏に思いを馳せて
～田子のお盆～
　お盆期間中の町内は、先祖の墓参りのため
に帰省した人々で賑わい、家の門口や玄関で
焚いた迎え火・送り火で、ご先祖様や亡くな
った家族を偲びました。また、16日と17日に
は町内各地で祭りが行われ、出店やステージ
イベント、盆踊りを大いに楽しみました。

多くの町民が参加した盆踊り（耕田寺）

ふれあい縁日を楽しむ子どもたち（道前）

家族で先祖をお迎え
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県
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
公
認
審

判
員
の
中
澤
輝
康
さ
ん
が
講
師

を
務
め
た
審
判
講
習
会
が
行
わ

れ
、
約
20
名
が
参
加
し
て
ル
ー

ル
や
判
定
基
準
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。

快
挙
！　

ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ

保
存
会
が
最
優
秀
賞
受
賞

　

９
月
５
日
、
田
子
町
ナ
ニ
ャ

祝
１
０
０
歳
！

山
本
な
ほ
さ
ん
敬
老
祝
金

贈
呈
セ
レ
モ
ニ
ー

　

９
月
７
日
、
満
１
０
０
歳
を

迎
え
た
山
本
な
ほ
さ
ん
（　

ノ

実
）
の
長
寿
を
、
ご
家
族
と
一

緒
に
祝
い
ま
し
た
。
上
郷
保
育

園
つ
ば
め
組
の
園
児
が
花
束
と

金
メ
ダ
ル
を
贈
り
、「
僕
た
ち
、

私
た
ち
、
な
ほ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

か
ら
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
ず
っ
と
お
元
気
で
」
と
、

声
を
揃
え
て
お
祝
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。
山
本
町
長
か
ら

祝
金
が
手
渡
さ
れ
る
と
、「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と

元
気
に
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ら

れ
、
長
寿
の
秘
訣
や
好
き
な
食

べ
物
な
ど
に
つ
い
て
、
お
話
が

弾
ん
で
い
ま
し
た
。

ド
ヤ
ラ
保
存
会
（
幅
野
義
久
会

長
）
の
方
々
が
役
場
を
訪
れ
、

８
月
18
日
に
岩
手
県
洋
野
町
で

行
わ
れ
た
、
第
23
回
北
奥
羽
ナ

ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
大
会
で
の
最
優
秀

賞
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

幅
野
会
長
は
報
告
に
際
し

「
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
、
ま
す

ま
す
田
子
の
踊
り
を
ピ
ー
ア
ー

ル
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
会

　

現
在
、
山
本
さ
ん
は
自
分
の

事
は
自
分
で
行
い
、
息
子
家
族

と
一
緒
に
健
康
に
過
ご
し
て
い

ま
す
。
町
内
で
暮
ら
す
１
０
０

歳
以
上
の
ご
長
寿
の
方
は
、
山

本
さ
ん
を
含
め
て
５
名
に
な
り

ま
し
た
。

員
も
随
時
募
集
し
て
い
る
の
で

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
」

と
今
後
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

同
会
は
北
奥
羽
大
会
に
お
い

て
、
こ
れ
で
通
算
５
回
目
の
最

優
秀
賞
受
賞
と
な
り
ま
す
。

右
か
ら
中
沢
和
枝
さ
ん
、袖
村
広
美
さ
ん
、

佐
々
木
福
夫
さ
ん
、
幅
野
会
長

町
長
か
ら
敬
老
祝
金
を

受
け
取
る
山
本
さ
ん

　トピックス

町民ラジオ体操
　「町民みんなが元気で健康な町」
を目指して、みんなで一緒に取り
組んでいきましょう。

◎広報たっこでは、元気よくラジオ
体操をしている様子の写真を募集
しています。
◎体操の仕方がわからない方
ＮＨＫでは以下の日時でラジオ体
操を放送していますので、参考に
してください。
▽Ｅテレ　月・水・木・金
　午前６時25分～
▽総合テレビ
　水　午後２時55分～
問役場政策推進室☎２０‐７１１１

社
会
福
祉
協
議
会
の

み
な
さ
ん

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
る
み
な
さ
ん

豊
作
・
家
内
安
全
を
祈
願
し
て

～
虫
追
い
（
ム
シ
ボ
イ
）
～

　

町
内
の
夏
の
風
物
詩
の
１
つ
で
あ
る
「
虫
追
い
」
行
事
が
、

今
年
も
町
内
各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

虫
追
い
は
、
害
虫
防
除
、
豊
作
、
家
内
安
全
な
ど
を
祈
願
し
、

男
女
一
対
の
わ
ら
人
形
を
先
頭
に
、
願
い
ご
と
が
書
か
れ
た
の

ぼ
り
を
翻
し
な
が
ら
列
を
な
し
て
歩
き
ま
す
。

　

江
戸
時
代
か
ら
続
く
伝
統
行
事
で
、
県
の
無
形
文
化
財
に
も

指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
外
か
ら
も
多
く
の
見
物
客
が

訪
れ
、
お
囃
子
と
共
に
集
落
内
を
練
り
歩
く
行
列
を
写
真
に
収

め
て
い
ま
し
た
。

豊作を祈願する虫追いの行列（上・飯豊、下・細野）
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公民館情報

第47回田子町文化祭開催
　11月３日から５日まで、田子町文化祭を開催いた
します。会場は田子町中央公民館、農業者トレーニ
ングセンター、民俗資料館です。
 展示の部

★公民館ロビー　消防防災展（消防団９分団）
★トレーニングセンター（アリーナ）
俳句展・川柳展・短歌展・書
道展・編み物展・公民館講座
コーナー・町内児童生徒美術
展（田子町教育振興会）・田子
高校総合学習展示・町立田子
幼稚園展・すくすく倶楽部展・
高齢者作品展・納税組合展・土地改良区展・華道展・
みろく苑・みろくの郷入所者展・個人作品展
★民俗資料館　文化財展・写真展

 行事の部

★文化祭前夜祭（公民館テラス）
　神楽講座発表会　午後５時30分～
★町民将棋大会（民俗資料館）　11月４日（日）
 露天の部

★子ども会縁日（公民館テラス）
　11月３日（土）４日（日）
★田子町連合婦人会食堂（公民館テラス）
　11月３日（土）４日（日）
 体験の部

★ニュースポーツ体験・昔遊び・田子の昔話・小物
作り・救急法・防災体験
※以上内容については変更もあります。詳細につい
ては、ポスター等をご覧ください。
※文化祭に出展する作品を募集しております。
　ぜひ、この機会にあなたの丹誠こめた作品を展示、
紹介してみませんか。

第20回県民駅伝　町の部12位と健闘

　「健脚でつなげ郷土の和と心」を大会スローガンに
第20回青森県民駅伝競走大会が９月２日、青森市で
開催されました。
　今大会は20回を記念し、県内40市町村に加え、東
日本大震災で被災した岩手、宮城、福島の３県から
選抜チームが出場しました。
　30℃を超える厳しい暑さの中、故郷の誇りをタス
キに託し、正午に県観光物産館アスパム前をスター
ト、８区間計33.8km を健脚でつなぎました。
　田子町チームは、出場選手の平均年齢18歳の若い

チームでしたが、自分の力を発揮し、総合順位は、
24位と昨年同順位ですが、町の部では、一つ順位を
上げ12位となりました。
　応援ありがとうござ
いました。
　結果は次の通りです。

☆総合タイム
　１時間59分48秒
☆総合の部　27位
☆町の部　12位
☆区間タイム（町の部）
第１区（4.6㎞）16分10秒（区間15位）大坊圭人
第２区（3.8㎞）13分44秒（区間11位）久保裕輝
第３区（4.6㎞）16分29秒（区間９位） 山本晃輝
第４区（6.1㎞）19分15秒（区間９位） 森崎進也
第５区（2.5㎞）９分47秒 （区間16位）菊地　歩
第６区（5.2㎞）18分35秒（区間14位）村木翔也
第７区（3.2㎞）12分21秒（区間13位）笠嶋美幸
第８区（3.8㎞）13分27秒（区間14位）幅野悠介

■行事等に関するお問い合わせは、田子町教育委員会社会教育グループ（☎２０−７０７０）または
　上郷公民館（☎３３−１８１１）までお願いします。

昨年の展示の様子

第
２
区
久
保
選
手
と
第
３
区
山
本
選
手

の
タ
ス
キ
リ
レ
ー

みんなでチャレンジ　公民館講座のお知らせ
●生花講座
▽とき　10月19日（金）午後６時30分～▽ところ　中
央公民館研修室▽参加費　１回1,000円程度▽持ち物　
花はさみ、カッター等▽申込期限　10月15日（月）
●フラワーアレンジメント
▽とき　10月30日（火）午後７時～９時▽ところ　上
郷公民館研修室▽材料費　2,000円程度▽テーマ「基本
のかたち２」▽申込期限　10月19日（金）

●水曜わんぱくじゅく
▽とき　10月17日（水）午後３時～５時▽ところ　上
郷公民館調理室▽申込　当日受付します
●花の寄せ植え講座
▽とき　10月21日（日）午前10時～正午予定▽ところ
　中央公民館駐車場▽参加費　1,000円（材料代込）▽
講師　簗田孝芳氏▽持ち物　移植ベラ、手ぶくろ▽参加
人数　20名程度※詳細は後日お知らせします。

アンカー幅野選手のラストスパート
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●心理学
▽のうだま２／上大岡トメ／141

カ
●家政・料理
▽暮らしは、ちいさく／大原照子

／590オ
▽だれでも簡単、すぐできる！ 50

℃洗い驚異の調理法とおいしい
レシピ／タカコ・ナカムラ／
596タ

●時代小説
▽平清盛３／青木邦子／913ア
▽鴉浄土／公事宿事件書留帳／澤

田ふじ子／913サ
▽南へ舵を／新・古着屋総兵衛４

／佐伯泰英／913サ
▽政宗遺訓／酔いどれ小藤次留書

18 ／佐伯泰英／913サ
●ミステリー
▽確証／今野敏／913コ
▽回廊封鎖／佐々木譲／913サ
▽秘密は日記に隠すもの／永井す

るみ／913ナ
▽十津川警部日本縦断長篇ベスト

選集20 ／西村京太郎／913ニ
▽虚像の道化師／ガリレオ７／東

野圭吾／913ヒ
▽遠まわりする雛／米澤穂信／

913ヨ
▽白ゆき姫殺人事件／湊かなえ／

913ミ
●そのほかの小説など
▽空飛ぶ広報室／有川浩／913ア
▽幸福な日々があります／朝倉か

すみ／913ア
▽残穢／小野不由美／913オ
▽月と雷／角田光代／913カ
▽冥土めぐり／鹿島田真希／913

カ
▽海賊とよばれた男／上下巻／百

田尚樹／913ヒ
▽ガレキノシタ／山下貴光／913

ヤ
▽東京ネバーランド／吉川トリコ

／913ヨ
●エッセイ
▽烈しい生と美しい死を／瀬戸内

寂聴／914セ
●手記
▽母と娘のエチュード／さげさか

のりこ／916サ
●コミックエッセイ
▽ローカル線で温泉ひとりたび／

たかぎなおこ／291タ

「秋の恵み」を満喫しましょう
秋の味覚と料理本

●「秋の恵み」特集
　キノコ、果物、新米、根菜など、
秋はおいしい旬の食べ物が豊富で
す。図書館ではそんな「秋の恵み」
を満喫するための料理本などを集
め、展示・貸出します。どうぞご利
用ください。

○青森県のきのこ 見分け方と食べ方
○きのこのチカラ
○山採りキノコのかんたん料理
○はじめての果実酒づくり
○お気に入りの米料理
○玄米と野菜のレシピ

●古雑誌・古本お持ち帰りコーナー
▼期間　10月27日（土）〜
※本がなくなり次第終了します。

▼対象
　図書館の貸出券をお持ちの中学生
以上の方（貸出券はカウンターで簡
単に作ることができます。）
▼内容
　図書館で購入後１年以上経過した
雑誌「趣味の園芸」「きょうの料理」

「きょうの健康」「マリソル」「住ま
いの設計」などは１人３冊まで、除
却した古本・文庫本は１人何冊でも
差し上げます。

●中学生高校生のための「ティーンズコーナー」
　図書館では中学校の国
語教科書で紹介されてい
る本を集めて展示・貸出
しています。今年は教科
書が新しくなり、コミッ
クから時代小説まで、
様々な本がたくさん紹介
されています。中学生以
外の方も楽しめます。是
非ご利用ください。

図
書
館
お
や
す
み
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
の
開
館
時
間

　

水
〜
土 

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

　

日
曜
日 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

図
書
館
休
館
日

毎
週
月
曜
日
・
火
曜
日
・
祝
日
・
第
４
木

曜
日
（
館
内
整
理
日
）

田
子
町
立
図
書
館 

☎
20
‐
７
２
２
１

10
月
の
図
書
館
行
事

▼
10
／
13
（
土
）
午
前
10
時
30
分

本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し
ょ
か
ん
ク
ラ
ブ

お
り
が
み
で
「
ふ
き
こ
ま
」
を
作
ろ
う

▼
10
／
27
（
土
）
〜
11
／
９
（
金
）

読
書
週
間

▼
10
／
27
（
土
）
午
前
10
時
30
分

本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し
ょ
か
ん
ク
ラ
ブ

「
あ
き
」
の
お
り
が
み
作
り

▼
10
／
27
（
土
）
〜

古
雑
誌
・
古
本
お
持
ち
帰
り
コ
ー
ナ
ー

▼色の濃い日が休館日です。

人気のコーナーです

魅力的な本が揃っています

図書館情報
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お知らせ　

■  平成25年度用農業用免税軽油の申請受付
　について
　農業、畜産業または養蚕業を営む方が作業用トラク
ター等に軽油を使用する場合には、軽油引取税の免税
対象となります。
　町では、平成25年度用農業用免税軽油の申請受付を
次のとおり行います。
１．申請受付日時
　11月12日（月）、13日（火）午前９時～午後３時
２．申請受付場所　役場第一会議室（３階）
３．申請受付に必要な物
　①耕作証明書（※農業委員会発行）
　②農作業受委託契約書
　③免税軽油使用者証（※継続または更新する場合）
　④機械販売証明書（納品書可）等
　（※新規に申請する場合、継続・更新する方で機械
に変更のある場合）
　⑤切手390円分　⑥印鑑　⑦県収入証紙400円分
※申請の前に農業委員会で耕作証明書の発行を済ませ
てから会場にお越しください。
※期間内に申請ができない場合は、三八地域県民局県
税部（八戸合同庁舎１階）で直接手続きを行ってくだ
さい。
※国税または地方税等の滞納等がある場合は、使用者
証が交付されない可能性があります。

問役場経済課農業振興グループ☎２０－７１１５
※耕作（農作業受委託）証明書に関する問い合わせは、
田子町農業委員会☎２０－７１２０

■  平成24年度犬の登録
　及び狂犬病予防注射日程（秋の臨時）
	 実施時間	 実施場所
	   9:20〜  9:40	 農業者トレーニングセンター
	   9:50〜10:05	 清水頭地区総合研修センター
	 10:15〜10:30	 相米へき地保健福祉館
	 10:40〜10:55	 矢田郎地区コミュニティ消防センター
	 11:05〜11:20	 都市農村交流センター（原）
	 11:30〜11:45	 田子町商工会館前
	 13:15〜13:30	 石亀地区研修センター
	 13:40〜13:55	 山口生活館
	 14:00〜14:15	 関所橋付近
	 14:25〜14:40	 遠瀬生活館
	 14:45〜15:00	 上郷公民館

※犬は、年１回狂犬病予防注射を接種しなければなりませ
ん。ただし、春（５月）に接種した犬は必要ありません。
▼予防注射手数料：3,000円
▼新規登録手数料：3,000円（犬の登録は、生涯１回）

問 役場町民課住民環境グループ  ☎２０−７１１３

■  障害者虐待防止相談窓口を開設します
▼開設日　10月１日から
▼場所　役場福祉課窓口
☆障害者の虐待についての相談窓口です。
☆主な業務の内容は、次のとおりです。
①養護者（家族）、障害者福祉施設

従事者等、使用者による障害者
虐待に関する通報または届け出
の受理。

②養護者による障害者虐待の防止
及び養護者による障害者虐待を受けた障害者の保護
のための相談。

③障害者虐待の防止及び養護者に対する支援に関する
広報・啓発活動。

問役場福祉課 ☎２０－７１１９　FAX ３２－４２９４
◎毎週月曜日〜金曜日（午前８時30分〜午後５時）

※夜間、休日等で緊急の場合は下記まで
　役場代表 ☎３２−３１１１

10
月
12
日
（
金
）

■  無料人権相談、特設行政相談の合同相談所
　開設
▼日時　10月９日（火）午前10時～午後３時
▼場所　役場第１会議室
▼相談内容
家庭内のいざこざ、相続関係、戸籍関係、登記関係、
いじめ、借地・借家のトラブル、金銭賃借のトラブル、
その他日常生活における困りごと等
行政に対する苦情、要望等
▼相談員
 ・人権擁護委員　原靖之、田沼寛子
 ・行政相談委員
　欠端則夫、総務省青森行政評価事務所行政相談官
※相談内容については秘密を守ります。

写真左から原靖之さん、
田沼寛子さん、欠端則夫
さん
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　お知らせ

■  土地家屋調査士による表示登記無料相談会
　「土地家屋調査士」とは、表示に関
する登記・筆界特定手続きの専門家
です。あなたに代わって登記及び筆
界特定手続きを代行いたします。土
地の境界問題でお困りの方、その他
の建物や土地の表示に関する登記・筆界特定手続きな
どに関してご相談承ります。
　なお、当日は電話による無料相談も行います。
▼日時　11月３日（土）午前10時～午後３時30分
▼会場　八戸市福祉公民館会議室
　　　　〒031-0001青森県八戸市類家４－３―１
▼電話相談・問い合わせ先
　青森県土地家屋調査士会事務局

☎０１７－７２２－３１７８

■  平成25年度田子町奨学資金貸与生募集の
　お知らせ
　町では、高校・大学等へ進学（在学）
する生徒で、経済的理由により修学困
難な方に奨学資金を貸与します。
▼貸付人数　概ね13名程度
▼貸付額
　大学等　月額３万円（入学一時金の場合あり）
　高校　　月額１万円（田子高校は1.5万円）
▼申込書類　貸付申請書、家庭状況調書、学校長の推
薦書、所得証明書
▼申込期限　10月31日（水）
▼その他
◎進学先によっては成績証明書の添付が必要となりま

す。
◎貸付審査会の意見を基に教育委員会で貸付を決定し

ます。
◎申込みにあたっては対象要件がありますので、詳し

くは担当までお問い合わせ願います。

問教育委員会教育課学務グループ☎２０−７０７２

■  あなたのヤル気、応援します！
　㈶むつ小川原地域・産業振興財団は平成元年の設立
以来、県内各地の産業振興や地域づく
りの取り組みに対し、幅広く支援して
います。
　本財団では、平成25年度の助成事業
を次のとおり募集します。
▼募集事業名　平成25年度プロジェクト支援助成事業
▼対象事業　地域の活性化及び産業の育成・振興を図

る次の事業です。
①人材育成　②技術開発　③商品開発　④市場・販
路開拓　⑤観光開発　⑥環境整備　⑦スポーツ・文
化交流　など

▼助成金　事業費の５分の４以内
▼助成対象団体　県内の市町村、産業団体、地域づく
りグループ・組織など
▼募集期限　10月31日（水）（必着）
▼採択の合否　平成25年２月下旬通知
▼応募方法等
　事業実施要望書に事業計画等を添えて申し込んでく
ださい。
　要望書の様式等については役場総務課、また概要に
ついてはホームページでご覧になれます。
▼応募先　財団法人むつ小川原地域・産業振興財団
〒030-0861青森市長島２－１０－４（ヤマウビル７F）
☎０１７－７７３－６２２２　FAX ０１７－７７３－６２４５
ホームページ http://www.jomon.ne.jp/~mozaidan/

■  障害者就職面接会のご案内
　ハローワーク八戸では、障害をお持ちの方を対象と
した就職面接会を開催します。雇用を考えている事業
所の方は、ぜひご参加くださいますよう、お問い合せ
をお待ちしています。
▼日時　10月18日（木）午後１時～午後３時
▼場所　八戸プラザホテル　アーバンホール

問ハローワーク八戸専門援助部門
☎０１７８－２２－８６０９

■  平成25年度「児童福祉週間」標語の募集
　について
　毎年、５月５日から11日を「児童福祉週間」と定
め、児童福祉理念の普及・啓発のための各種行事を行
っております。来年度に向け、その象徴となる標語を
募集します。
▼募集期間　10月22日（月）まで
▼募集内容
　元気で頑張る子どもたちを応援する標語や、未来に
向けての子どもたちからのメッセージとなる標語。

問 ㈶こども未来財団　研修調査部標語募集係
☎０３－５５１０－１８３３

ホームページ  http://www.kodomomiraizaidan.or.jp/

●広報たっこでは、皆様からの情報提供をお待ちし
ています。紙面に掲載可能な行事などありましたら、
下記までご連絡ください。

　役場政策推進室 ☎３２−３１１１
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●10月1日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●10月2日（火）
　複合健診（せせらぎの郷）午前6:30〜8:30
●10月3日（水）
　複合健診（せせらぎの郷）午前6:30〜8:30
●10月4日（木）
　複合健診（せせらぎの郷）午前6:30〜8:30
●10月5日（金）
　複合健診（せせらぎの郷）午前6:30〜8:30
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●10月10日（水）
　こども健診（せせらぎの郷）午前9:30〜11:30
●10月11日（木）
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30〜午後1:00
●10月12日（金）
　幼児健康づくり教室
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後1:00
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●10月15日（月）
　複合健診（上郷公民館）午前6:30〜8:30
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00

●10月16日（火）
　複合健診（相米保健福祉館）午前6:30〜8:30
●10月17日（水）
　複合健診（清水頭小学校）午前6:30〜8:30
　個別接種（せせらぎの郷）午前9:30〜10:00
●10月18日（木）
　田子高校二者面談（〜23日）
　（田子高校）午後4:00〜6:00
●10月19日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●10月22日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●10月24日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前9:30〜10:00
●10月25日（木）
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30〜午後1:00
●10月26日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●10月29日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●10月31日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前9:30〜10:00

10月の主な保健・介護予防事業予定表

情報スクランブル　

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

　

秋
の
火
災
予
防
運
動
が
10
月

15
日
か
ら
10
月
21
日
ま
で
の
１

週
間
、『
消
す
ま
で
は　

出
な
い

行
か
な
い　

離
れ
な
い
』
を
統

一
標
語
に
県
下
一
斉
に
実
施
さ

れ
ま
す
。
火
災
の
多
く
は
ち
ょ

っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
発
生
し

て
い
ま
す
。
田
子
町
か
ら
火
災

を
な
く
す
た
め
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

〈
３
つ
の
習
慣
〉

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

す
る
。

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消

す
。

〈
４
つ
の
対
策
〉

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
。

○
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を

設
置
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所

の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
キ
ノ
コ
採
り
の
遭
難
を

　

な
く
そ
う

　

山
の
恵
み
が
多
く
な
る
秋
を

迎
え
、
キ
ノ
コ
採
り
の
シ
ー
ズ

ン
と
な
り
ま
し
た
。

▼
山
に
入
る
時
、
山
に
入
っ
た
ら

○
で
き
る
だ
け
２
人
以
上
で
出

か
け
る
。

○
家
族
な
ど
に
行
き
先
や
帰
宅

時
間
を
知
ら
せ
る
。

○
水
、
食
料
、
ラ
イ
タ
ー
、
雨

具
、
コ
ン
パ
ス
、
携
帯
電
話
を

持
つ
。

○
急
斜
面
や
崖
な
ど
、
危
険
な

場
所
は
避
け
る
。

○
早
め
の
下
山
に
心
が
け
る
。

▼
万
が
一
、
迷
っ
た
ら

○
日
没
後
は
歩
き
回
ら
ず
救
助

を
待
つ
。

○
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
音
が
聞
こ

え
た
ら
、
見
通
し
の
良
い
場
所

で
タ
オ
ル
な
ど
を
振
っ
て
合
図

す
る
。

▼
熊
に
も
注
意

○
熊
の
出
没
情
報
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

○
音
を
出
し
な
が
ら
歩
き
ま
し

ょ
う
。

○
遠
く
に
熊
を
見
つ
け
た
ら
、

静
か
に
そ
の
場
を
立
ち
去
り
ま

し
ょ
う
。

○
熊
と
遭
遇
し
た
ら
、
走
っ
て

逃
げ
た
り
、
大
声
、
石
投
げ
な

ど
は
危
険
で
す
。

○
小
熊
を
見
つ
け
た
ら
近
づ
か

な
い
。

▼
三
戸
警
察
署

　

田
子
警
察
官
駐
在
所

TCV（田子町ケーブルテレビジョン）からのお知らせ　　

◎サポートセンター　☎０１２０−５５７−７５９
　テレビの映りが悪い、一部のチャンネルが映らない、
　加入の申込・変更・廃止、ケーブルの移設などの際にご連絡ください。
◎故障受付　☎０１２０−２６２−７５０
　テレビが全く映らない、などの故障時にご連絡ください。

誕生

●髙橋昂
こうだい
大（英明・友机子）／飯豊

●沢頭透
とうや
弥（義孝・未来）／西舘野

●　個人情報保護のため掲載を省略しています
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

お悔やみ
●西張壽永子（55歳）飯豊
●名久井忠夫（77歳）サンモール
●五十嵐　力（70歳）風張
●三上佑藏（68歳）道地
●佐藤　大（63歳）サンモール
●宮内　昇（86歳）上相米
●久慈いと（86歳）上風張（青森市）
●藤村慶子（90歳）道前（三戸町）
●小笠原良助（85歳）水亦
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です

町
の
人
口

平
成
24
年
８
月
31
日
現
在

世帯数／2258（−3）
人口／6468（−10）
男／3099（−４）
女／3369（−６）

（　）内は前月比です
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編
集
後
記

　

10
月
号
で
は
、
夏
に
関
す
る
行
事
が

多
数
あ
り
ま
し
た
。

　

飯
豊
地
区
と
細
野
地
区
の
虫
追
い
に

は
、
県
外
か
ら
毎
年
多
数
の
見
物
客
が

訪
れ
、
中
に
は
10
年
以
上
前
か
ら
見
に

来
て
い
る
と
い
う
方
も
お
り
、
長
い
歴

史
を
持
つ
伝
統
行
事
の
魅
力
に
心
惹
か

れ
て
い
る
方
が
多
数
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

他
の
地
域
で
は
、
原
地
区
と
石
亀
地

区
で
も
行
わ
れ
、
わ
ら
人
形
は
作
成
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
の
ぼ
り
を
持

っ
て
集
落
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
石

亀
地
区
自
治
会
長
は
、「
こ
れ
か
ら
は
、

わ
ら
人
形
も
作
成
し
て
も
っ
と
大
人
数

で
行
い
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
の
祭
り
も
紹
介
し
ま
し

た
。
道
前
地
区
や
石
亀
地
区
の
縁
日
で

は
、
す
べ
て
自
治
会
が
主
催
と
な
っ
て

準
備
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
両
方
の

取
材
を
と
お
し
て
、
参
加
し
て
い
る
方

だ
け
で
な
く
、
企
画
や
準
備
を
し
て
い

る
方
々
も
生
き
生
き
と
し
て
お
り
、
自

分
た
ち
も
楽
し
む
こ
と
で
、
他
の
参
加

者
に
も
楽
し
み
が
伝
わ
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。

（
広
報
担
当　

清
水
）

●
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
集
め

　

田
子
幼
稚
園
で
は
子
ど
も
赤

十
字
に
加
入
し
て
い
ま
す
。
６

月
に
は
、
新
し
い
お
友
達
の
登

録
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
赤
十
字
の

お
や
く
そ
く　
　

一
、
わ
た
く
し
は
じ
ょ
う
ぶ
な

か
ら
だ
で
げ
ん
き
な
こ
ど
も
に

な
り
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
は
よ
い
お
こ
な

い
を
し
て
み
ん
な
の
お
や
く
に

た
ち
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
は
せ
か
い
の
み

ん
な
と
な
か
よ
く
な
れ
ま
す
。

と
、
朝
の
会
で
毎
日
唱
え
、
お

約
束
を
し
て
い
ま
す
。
散
歩
の

時
に
は
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
や

「
ゴ
ミ
拾
い
」
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
そ
れ
に
加
え

て
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
を
集
め
て

「
世
界
の
子
ど
も
た
ち
に
ワ
ク
チ

ン
を
」
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
集
ま
っ
た
の
で
、
田

子
中
学
校
に
届
け
て
き
ま
し
た
。

い
つ
も
は
捨
て
て
い
た
キ
ャ
ッ

プ
が
人
の
た
め
に
役
立
つ
と
い

う
こ
と
に
気
づ
き
、
子
ど
も
た

ち
も
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。
命

と
健
康
を
大
切
に
す
る
こ
と
、

人
間
と
し
て
社
会
の
た
め
人
の

た
め
に
尽
く
す
こ
と
、
仲
良
く

助
け
合
う
精
神
を
養
う
こ
と
を

目
的
に
今
後
も
活
動
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
原
稿
・
画
像
提
供　

田
子
幼
稚
園
）

学
校
の
話
題
　 

田
子
幼
稚
園

　情報スクランブル

柿
の
実
が
熟
れ
て
い
る
か
ら
ふ
り
む
い
て 

石
亀
ひ
ろ
み
（
碩
良
）

浄
土
へ
の
お
迎
え
来
た
ら
断
固
拒
否 

鳴
滝
笑
美
子

ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
れ
ば
天
気
予
報
な
り 

浅
沼
　
裕
（
ゑ
み
）

わ
た
く
し
が
作
る
う
ど
ん
は
で
き
あ
い
だ 

中
村
与
志

盆
踊
り
ゆ
か
た
の
袖
が
風
に
舞
う 

蹴
揚
　
舞
（
惠
子
）

居
酒
屋
の
提
灯
見
れ
ば
覗
き
こ
む 

　
荷
軽
井
光
生

強
力
な
助
っ
人
輓
馬
（
ば
ん
ば
）
の
太
い
足 

岩
間
十
三
男

金
メ
ダ
ル
友
と
一
緒
に
迎
え
よ
う 

中
村
春
太
（
春
雄
）

凱
旋
の
メ
ダ
ル
を
み
が
く
大
歓
声 

久
慈
三
太
（
正
良
）

財
産
で
喧
嘩
し
な
い
様
分
け
て
お
く 

松
橋
良
則

イ
ロ
ハ
の
イ
そ
し
て
一
億
総
白
痴 

笹
田
か
な
え

月
食
は
宇
宙
科
学
の
シ
ョ
ー
タ
イ
ム 

森
田
榮
子

怠
け
者
布
団
の
中
で
か
せ
い
で
る 

松
尾
よ
し
夫

キ
ャ
ラ
メ
ル
を
か
こ
ん
と
鳴
ら
し
鶴
を
折
る 

阿
保
千
枝

赤
と
ん
ぼ
男
ひ
と
り
の
て
を
ひ
い
て 

宮
村
　
玉
（
武
彦
）

時
々
は
手
を
下
げ
て
い
る
招
き
猫 

西
村
吐
夢
（
務
）

目
を
入
れ
て
か
ら
の
コ
ケ
シ
は
笑
わ
な
い 

北
村
吾
朗（
已
起
男
）

タプコピアン文芸
あさひな川柳吟社（代表　北村已起男）

川
柳
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がんばれ！ 田子町出身の若者たち☆
教育実習生の紹介

広
報
た
っ
こ
２
０
１
２
年
10
月
号
（
平
成
24
年
９
月
19
日
発
行
）
通
算
第
６
３
５
号 

発
行
・
編
集
＝
田
子
町　

青
森
県
三
戸
郡
田
子
町
大
字
田
子
字
天
神
堂
平
81

電
話

 0
1
7
9
-3

2
-3

1
1
1（

代
表

）　
FA

X
 0

1
7
9
-3

2
-4

2
9
4

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http://w
w

w
.to

w
n.takko.ao

m
o
ri.jp/　

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
 takko

-info
@

to
w

n.takko.ao
m

o
ri.jp

［
制

作
印

刷
］

有
限

会
社

 赤
坂

コ
ピ

ー
ラ

イ
ツ

ジ
ム

たっこ王子がテレビに出たよ !!

　ボクは８月19日に、BS-TBS 放送で毎週
日曜日に放送中の「ニュース少年探偵団」
という全国放送の番組に出演したよ。しか
も３時間生放送。緊張したけど頑張ったよ。
お世話になった、三雲孝江キャスター（写真
左）と小林豊 TBS アナウンサーが一緒に写
真を撮ってくれたんだ♪ （文　たっこ王子）

今年もゆるキャラグランプリ2012にエント
リーしたよ！　投票よろしくお願いします♪
詳しくは、「ゆるキャラグランプリ2012」の

ホームページを見てね。

はじめてのハッピーバースデイ
平成23年９月に生まれた満１歳のお友だちです。

●小舘陽
ひ だ か

天ちゃん
Ｈ23.9.3

（南風張・男の子）
ひーくん誕生日おめで
とう！　毎日ひーくん
の笑顔で元気をもらっ
てるよ！　可愛い笑顔
をありがとう！

●菊地美
み れ い

伶ちゃん
Ｈ23.9.12

（北側・女の子）
はやく歩けるように
なって、れいかお姉
ちゃんと仲良く元気に
あそんでね。

社会福祉に役立ててください
〜坂田さんが寄付〜
　８月30日に満101歳を迎
えた坂田のぶさん（北側）
に９月４日、町から敬老祝
い金と花束が贈呈されまし
た。山本町長より手渡され
た坂田さんは感謝の言葉を
述べ、終始にこやかにお話
していました。
　また、坂田さんは社会福
祉に役立ててくださいと、
町に２万円を寄付しました。

町に寄付をした坂田さん（右）

◎趣味や特技は？
趣味はエレクトーンです。今はあまり弾けていません
が、小学校４年生から続けています。特技は習字です。
小学校３年生から始め、準五段を持っています。

◎田子町で暮らして感じる良いところは？
　自然が豊かなところで、特にみろくの滝が好きです。

また、上郷保育園は子どもたちが元気で明るく、親し
みやすくて温かい気持ちになります。

◎将来の夢・目標
　自分が住みやすいように建てた、大きな家に住むこと

です。
◎ひと言
　上郷保育園でお待ちしています。これからもよろしく

お願いします。

●名前：

　武田 由比　21歳
　（たけだ　ゆい）

●出身地：岩手県岩手町
●お住まい：  野月
●お勤め先：

　社会福祉法人くりの木会
　上郷保育園

町のみなさん　こんにちは
田子町で暮らしている、または、

働いている若者にお話を伺いました。

●田子幼稚園（実習期間：８月27日～９月20日）

日澤 百子（ひざわ ももこ）さん
20歳、山口
東北女子大学家政学部児童学科　３年

◎実習先の印象
　先生方が親切で、たくさん助けられてい
ます。実習前に一度あいさつに来た時に、
子どもたちが打ち解けてくれたので、初日
でも緊張せずに実習ができました。みんな
いつも笑顔で、素直な子どもたちばかりです。
◎町外で暮らして感じる田子の良いところ
　空気がきれいで、星が良く見え、水がおいしいところです。
◎将来の目標
　子どもに関われる仕事がしたいです。子どもの笑顔を引き出せる
ような幼稚園の先生として、できるなら田子町で働きたいと考えて
います。
◎実習をしてみての感想
　実習が始まるまでは、３週間という期間がとても長く感じられ、
不安でいっぱいでしたが、子どもたちと過ごしていると、１日がす
ぐに終わってしまいます。今は余裕がなくバタバタしていますが、
残りの期間で余裕を持てるように進歩したいです。


